
鳥
海
山
大
物
忌
神
社

吹
浦
口
之
宮
例
大
祭

　

５
月
５
日
、
鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
と
い

う
吹
浦
地
区
の
伝
統
的
な
お
祭
り
、
鳥
海

山
大
物
忌
神
社
吹
浦
口
之
宮
例
大
祭
（
通

称
・
吹
浦
祭
り
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
漁
師
ら
漁
業
関
係
者
に
よ
る
船
形

の
「
船
み
こ
し
」
で
、
五
穀
豊
穣
や
豊
漁
、

家
内
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

漁民と手をつなぐ広報誌

№
令和７年

月号
山形県漁業協同組合

広報誌

5
382
/
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県沿岸市町の令和7年度　予算・重点事業について
　
山
形
県

　
酒
田
市

　海面漁業における水揚量の減少、気候変動
による漁獲魚種の変化、時化による出漁機会
の損失など様々な課題がある中で、「酒田市総
合計画【後期計画】」に基づき、「恵み豊かな
水産を活かすまち」の実現に向けて取り組ん
でいきます。

酒田市　農林水産課水産林業振興係　主任　梅津　傑

水産業の収益性向上につながる取組みの推進
①持続可能で収益性の高い水産経営の構築
・県外船誘致の推進
・�冷蔵施設や卸売場の共同利用など水産関係
施設の効率的な利用を促進
・飛島地区の採介藻漁業の振興
②水産業の担い手の確保・育成
・担い手の確保・育成
・県外からのUターン・Iターンの促進
③水産資源の確保
・効果的な稚魚放流による栽培漁業の促進
・水産資源の増養殖の促進
・ケンサキイカなど未利用魚の利活用の促進
④庄内浜産水産物のブランド化と消費拡大
・庄内浜産ブランドの認知度向上
・鮮度保持技術等による水産物の付加価値向上
・魚食普及活動や地産地消の推進

　令和７年度に県が行う水産振興については主に以下の事業があります。ブランド化による付加価値
向上、新規就業者の確保、種苗放流・漁場整備による資源増加、設備投資への支援による成長産業
化など色々な視点から水産業の振興を図っていきます。

今年度も山形県の水産振興に邁進してまいります！

山形県　農林水産部水産振興課　主査　早坂　瞬

事業名 概要 当初予算
（千円） 備考

庄内浜トップブランド
水産物創出事業費

庄内浜産水産物の消費拡大とブラ
ンド化推進を図ります。 29,763

次世代水産人材創出
支援事業費

新たに漁業者となる方への研修や
水産業のPR、独立後の技術的・
経済的フォローを実施します。

27,393 令和７年度は各漁村でのワークショッ
プや「ぷち漁業体験」を実施します。

元気な水産業応援事業費 燃油、資材（魚箱、氷など）の値
上がり分を補填します。

34,932
（令和６年度
２月補正）

対象期間は令和７年６月まで。希望者
は県漁協各支所に御相談願います。

栽培漁業振興事業費
漁協が実施するヒラメ、トラフグ、
アワビ放流事業の種苗費を支援し
ます。

7,952

水産多面的機能発揮
対策推進事業費

民間団体による藻場造成や海上監
視活動を支援します。 869

サケ・マス振興事業費 サケやサクラマスの種苗放流や生
産体制整備を行います。 43,540

がんばる水産業支援事業費
漁業者が自ら率先して取り組むオ
ーダーメイド型支援、漁船リース
事業への支援等を行います。

21,419
令和７年度実施分は受付終了しまし
た。令和８年以降の実施については
今後お知らせします。

漁港漂着物撤去処理事業費 県が管理する漁港区域内海岸及び
漁港への漂着物を回収・処理します。 24,102

漁港・漁場整備事業費 漁港や漁場（魚礁、イワガキ増殖
礁など）を整備しています。 322,022 令和７年は堅苔沢地区、三瀬地区に

増殖礁を設置予定です。
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〇漁業就業者の支援
　�　水産業を持続し成長する産
業にしていくために、新規就業
者の漁船整備や高性能な漁具
の導入を支援します。また、新
規就業者の就業準備研修の受
講経費についても支援します。
〇種苗放流の支援
　�　ヒラメ、トラフグ、アワビの
放流を支援し、水産資源の増
大を図り、漁業収益の向上に
努めます。

〇貝類の安全対策
　�　町の特産品であるイワガキ
の安全性を確保するため、貝
毒検査料の一部を支援します。
また、「遊佐鳥海天然岩かきあ
んしん協議会」の活動を支援し
ます。
〇水産物の消費拡大
　�　庄内浜水産物の流通拡大と、
一般家庭での消費拡大を図る
ため、商品開発と販売実証事
業に対して支援します。

令和7年度水産振興予算

県沿岸市町の令和7年度　予算・重点事業について
　
鶴
岡
市

水産物の安定供給と漁村の活性化実現に向けて
　鶴岡市では、第2次総合計画後期基本計画の目標「水産物の安定供給と漁村の活性化」の実現
に向けて漁業振興を図ります(以下、県や沿岸市町との協調事業を含めて一部を掲載)。
1　担い手の育成・確保
◦�浜の担い手漁船リース緊急事業で漁船
取得した方の信用保証料への補助
◦就業研修時の引越しや家賃への補助
◦�加茂水産高校の人材育成活動への補助
2　漁業生産の拡大
◦�漁獲物の品質向上など、漁業者の意欲
的な取組へのオーダーメイド型補助
◦�漁業者の種苗放流や藻場保全活動への
補助
◦赤川でのサケ資源増殖活動への支援
◦市管理漁港の維持管理
3　�水産物の高付加価値化と消費拡大
◦�水産庁の「さかなの日」と連
携した地魚の消費拡大キャン
ペーン
◦低利用魚活用の推進
◦�県漁協の学校給食への地魚加
工品供給事業への補助
◦�県漁協の中食開発、貝毒検査、
密漁防止看板作成、蓄養と活
魚出荷の体制づくりへの補助

4　漁村の活性化
◦�由良海洋釣り堀等を活用した
地域活性化への支援
◦�鼠ヶ関の新「道の駅」整備を見据えた鮮魚販売の実証実験
　漁獲量の減少、漁業者数の減少、物価高騰など、漁業を取り巻く状況が年々厳しさを増してい
るため、状況把握に努め、国・県・沿岸市町や県漁協と連携して対策に取り組みます。

鶴岡市　農山漁村振興課　水産振興主幹　五十嵐　崇

漁業者の意欲的な取組を支援します漁業者の意欲的な取組を支援します

県漁協の蓄養と活魚出荷の体制づくりを支援します県漁協の蓄養と活魚出荷の体制づくりを支援します
地魚の消費拡大
に取り組みます

遊佐町役場　産業課　農林水産係長　池田　博紀
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●
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

《
通
常
総
代
会
》
６
月
24
日
㈫

　

午
前
10
時　

本
所
・
講
堂

●
日
本
漁
船
保
険
組
合

《
通
常
総
代
会
》
６
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
30
分

　
（
東
京
都
）
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

●
全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会

《
通
常
総
会
》
６
月
30
日
㈪

　

午
後
３
時

　
（
東
京
都
）
オ
ー
ラ
ム

●
全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

《
通
常
総
代
会
》
６
月
26
日
㈭

　

午
後
３
時

　
（
東
京
都
）
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

●
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合

連
合
会
（
共
水
連
）

《
通
常
総
代
会
》
７
月
24
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分

　
（
東
京
都
）
神
田
ス
ク
エ
ア

総
会
・
総
代
会
の
日
程

（水産振興課：主査　早坂　瞬）

　原油価格・物価高騰等に対して、山形県では以下の事業で漁業者の皆さんを支援します。

下記事業については、漁業者本人か
ら申し出が必要です。該当する場合
は、下記記載の提出書類を準備し県
漁協各支所に御相談ください。

下記事業については、県漁協で燃油
か魚箱等の購入数量を確認しますの
で、漁業者本人からの申し出は必要
ありません。

申請
必要

申請
不要

令和７年度山形県漁業者燃油高騰対策特別支援事業等について令和７年度山形県漁業者燃油高騰対策特別支援事業等について

出荷資材高騰対策特別支援事業
県漁協が販売する魚箱、氷について、値上
がり前の価格と購入時点の価格との差額を
支援します。

補助対象期間
令和７年１月～令和７年６月に購入した以
下の資材についてそれぞれの値上がり前の
価格との差額分について支援を行います。
魚箱（発泡スチロール製、木製）：令和３年
10月31日時点の価格との差額
氷：令和４年12月31日時点の価格との差額

漁業者燃油高騰対策特別支援事業
漁業者が購入した漁業用燃油について、漁
業経営セーフティネット構築事業による補填
額のうち、漁業者負担分について支援を行
います。

補助対象期間
令和６年度第４四半期～令和７年度第１四
半期のうち、セーフティネット発動期間（令
和７年１月～令和７年６月）

漁業用資材高騰対策特別支援
漁業者が購入した漁業用資材について、令
和３年１月時点からの価格上昇分について
支援を行います。

補助内容
令和３年１月１日時点の価格と比べて、購
入時点の価格が１割以上上昇した次の漁業
用資材について、その上昇分を支援
・エンジンオイル、漁網、ロープ、テグス

補助対象期間
令和７年１月～令和７年６月購入分
（漁協購買課以外からの購入も含みます）

提出書類
販売店における令和３年１月１日時点の価
格表、領収書
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人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

山
形
県
漁
業
協
同
組
合

◆
異
動�

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付〔　

〕は
旧
所
属
）

折
口　

史
明
総
務
部
担
当
部
長

（
組
織
改
革
担
当
）

〔
事
業
部
次
長
〕

池
田　
　

剛
事
業
部
長
兼
販
売
企
画
課
長

〔
さ
か
た
総
合
市
場
長
兼
製
氷
工
場
長
〕

佐
藤　

大
輔
由
良
総
括
支
所
長

〔
事
業
部
長
兼
販
売
企
画
課
長
〕

田
中　

寿
幸
さ
か
た
総
合
市
場
長

兼
製
氷
工
場
長

〔
由
良
総
括
支
所
長
〕

菊
地　
　

廉
念
珠
関
総
括
支
所
長
次
長

〔
念
珠
関
総
括
支
所
長
代
理
〕

林　
　

幸
子
管
理
課
係
長

〔
管
理
課
〕

阿
部　

文
枝
販
売
企
画
課
係
長

兼
購
買
業
務
担
当

〔
販
売
企
画
課
兼
購
買
課
〕

鈴
木
紳
之
介
さ
か
た
総
合
市
場
係
長

兼
吹
浦
支
所
担
当

〔
さ
か
た
総
合
市
場
〕

鈴
木　

み
ほ
吹
浦
支
所
係
長

〔
吹
浦
支
所
〕

池
田　

竜
朗
由
良
水
産
加
工
場

〔
念
珠
関
総
括
支
所
〕

芳
賀　

友
志
指
導
課

〔
総
務
部
付
〕

◆
退
職�

（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

石
澤　

利
明
〔
製
氷
工
場
係
長
〕（
自
己
都
合
退
職
）

冨
岡　

優
馬
〔
吹
浦
支
所
〕（
自
己
都
合
退
職
）

◆
新
規
職
員
採
用（
令
和
７
年
４
月
15
日
付
）

白
旗　

勇
斗
さ
か
た
総
合
市
場
　

◆
新
規
職
員
採
用�

（
令
和
７
年
５
月
19
日
付
）

髙
橋　

七
海
由
良
総
括
支
所

◆
再
雇
用
職
員
　
退
職

�

（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

池
田
利
恵
子
（
再
雇
用
契
約
満
了
）

◆
嘱
託
職
員
　
採
用・転
属

�

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

白
幡　

保
三
念
珠
関
総
括
支
所
　
転
属

〔
指
導
課
〕

池
田
利
恵
子
さ
か
た
総
合
市
場
　
採
用

〔
さ
か
た
総
合
市
場
〕

山
形
県
水
産
関
係
職
員

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付〔　

〕は
旧
所
属
）

●
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部

　
水
産
振
興
課

石
川　

秀
晴
漁
港
整
備
主
幹

（
兼
）洋
上
風
力
推
進
主
幹

（
漁
業
振
興
担
当
）

〔
置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
農
村
整
備
課
課
長
補
佐

（
工
事
担
当
）〕

遠
藤
由
美
子
課
長
補
佐

（
総
括・海
洋
監
視
担
当
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
観
光
振
興
室

室
長
補
佐
〕

阿
部　

信
彦
シ
ニ
ア
専
門
員

〔
水
産
研
究
所
長
〕

田
村　

尚
廣
水
産
振
興
主
査

〔
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
産
業
振
興
主
査
〕

工
藤　
　

創
主
任
専
門
水
産
業
普
及
指
導
員

〔
庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
専
門
水
産
業
普
及

指
導
員
〕

結
城　

樹
生
主
事（
総
務
係
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
税
務
課
主
事
〕

本
間　

瑞
生
技
師（
漁
港
整
備
担
当
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
農
村
整
備
課
技
師
〕

加
藤　

拓
也
技
師（
漁
港
整
備
担
当
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
農
村
計
画
課
技
師
〕

●
県
庁
　
農
林
水
産
部

　
水
産
振
興
課

飯
野　

和
也
（
水
産
経
営
基
盤
強
化
主
幹
）

〔
企
画
調
整
課
副
主
幹
〕

笹
原　

和
人
課
長
補
佐（
総
括・水
産
行
政
担
当
）

〔
庄
内
総
合
支
庁
農
業
振
興
課
課
長
補
佐
〕

太
田　

浩
司
水
産
加
工・流
通
専
門
員

〔
建
設
企
画
課
建
設
行
政
主
査
〕

外
山　

聡
宏
課
長
補
佐（
漁
港
漁
場
担
当
）

〔
村
山
総
合
支
庁
河
川
砂
防
課
課
長
補
佐
〕

景
山　
　

渉
水
産
行
政
主
査

〔
農
業
技
術
環
境
課
主
査
〕

吉
田　

正
興
主
査（
水
産
加
工
流
通
担
当
）

〔
置
賜
総
合
支
庁
総
務
課
連
携
室
主
査
〕

●
水
産
研
究
所

本
登　
　

渉
水
産
研
究
所
長

（
兼
）浅
海
増
殖
部
長

〔
内
水
面
水
産
研
究
所
長
〕

佐
藤
あ
ゆ
み
シ
ニ
ア
専
門
員（
兼
）庶
務
係
長

〔
庄
内
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
長
〕

菊
地　

芳
直
最
上
丸
主
任
専
門
通
信
士

〔
最
上
丸
主
任
通
信
士
〕

渋
谷　

智
之
最
上
丸
主
任
航
海
士

〔
最
上
丸
航
海
士
〕

太
田　

稔
章
専
門
研
究
員（
浅
海
増
殖
部
）

〔
研
究
員（
ス
マ
ー
ト
漁
業
推
進
部
）〕

古
山　
　

遥
研
究
員（
ス
マ
ー
ト
漁
業
推
進
部
）

〔
研
究
員（
浅
海
増
殖
部
）〕

※�

他
公
所
へ
の
転
出
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
を

省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

人事異動のお知らせ人事異動のお知らせ

　山形県海と渚環境美化推進協会では、海の環境美化を目的とした「海の羽
根募金」活動を行います。
実施期間　７月１日から７月31日までの１か月間
募金場所　市役所、町村役場、庄内総合支庁、県漁協、釣具店など

「海の羽根」募金にご協力をお願いします！

お問い合わせ先　庄内総合支庁水産振興課内 山形県海と渚環境美化推進協会事務局　TEL 0234-24-6161

豊かな山形県の海を守るため皆様の活動、よろしくお願いします。
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理
事
会
情
報

令
和
６
年
度 

第
10
回 

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
７
年
３
月
25
日
㈫　

場　

所
：
第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１�

令
和
７
年
２
月
末
現
在
の
収
支

状
況
に
つ
い
て

２�

令
和
６
年
度
決
算
方
針
（
案
）

に
つ
い
て

３�

令
和
７
年
度
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

４�

第
60
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の

開
催
と
議
長
選
出
に
つ
い
て

５�

令
和
７
年
度
に
お
け
る
理
事
の

購
買
売
掛
限
度
額
設
定
（
案
）

に
つ
い
て

６�

購
買
限
度
額
の
引
き
上
げ
要
望

に
つ
い
て

７�

令
和
７
年
度
販
売
売
掛
金
与
信

極
度
額
の
承
認
に
つ
い
て

８�

令
和
７
年
度
潜
水
漁
業
（
す
も

ぐ
り
）
の
制
限
に
つ
い
て

９�

公
印
取
扱
い
規
程
の
変
更
に
つ

い
て

10�

給
与
規
程
の
取
り
消
し
と
変
更

に
つ
い
て

11�

令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
及
び

令
和
６
年
度
第
４
回
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
委
員
会
に
つ
い
て

12�
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画

（
案
）
及
び
職
員
研
修
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

13�

信
用
事
業
規
程
及
び
信
用
事
業

方
法
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

14�

経
理
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

15�

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定

に
つ
い
て

16�

令
和
６
年
度
に
お
け
る
貸
付
金

利
率
の
最
高
限
度
額
及
び
同
一

人
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最

高
限
度
額
に
つ
い
て

新
人
紹
介

　
四
月
よ
り
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

さ
か
た
総
合
市
場
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
、白
旗
勇
斗（
し
ら
は
た
　
は
や

と
）と
申
し
ま
す
。

　
前
職
は
、中
型
イ
カ
釣
り
船「
興
福

丸
」の
甲
板
員
と
し
て
三
年
間
業
務
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
生
産
者
と
し
て
海
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、海
産
物
が
ど
の
よ
う
に

し
て
生
産
者
か
ら
消
費
者
に
届
く
の

か
　
そ
の
流
れ
を
知
り
た
い
と
思
い
、

ご
縁
が
あ
り
こ
の
よ
う
な
職
に
就
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、体
を
動
か
す
と
い
う

事
し
か
考
え
た
こ
と
の
な
い
脳
を
フ
ル

回
転
さ
せ
事
務
仕
事
や
現
場
仕
事
を

こ
な
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
失
敗
も
多
い
と
思
い
ま
す
。で
す
が

全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
先
輩
方
に

は
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
け
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

　
5
月
よ
り
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

由
良
支
所
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
髙

橋
七
海
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
学
生
時
代
よ
り
海
洋
や
水
産

業
に
興
味
を
持
ち
、勉
強
し
て
き
ま
し

た
。現
在
で
も
そ
の
興
味
は
消
え
る
事

無
く
、地
元
に
戻
っ
た
こ
と
を
機
に
、今

ま
で
の
経
験
知
識
を
生
か
し
て
地
域

に
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
、こ
の
よ
う
な
職

に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
丁
寧
な
仕
事
が
出
来
る
よ
う
、一つ一

つ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
き
、

一
日
で
も
早
く
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
先
輩
方
に
は
ぜ
ひ
、ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

さかた総合市場

白旗 勇斗

由良総括支所

髙橋 七海

17�

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

18�

山
形
県
漁
業
リ
ー
ス
協
会
に
対
す

る
外
部
出
資
（
追
加
）
に
つ
い
て

19�

優
秀
従
業
員
表
彰
制
度
の
新
設
に

つ
い
て

20�

内
部
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

21�

『
経
営
戦
略
シ
ー
ト
（
旧
県
域
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）』
の
策
定
に

つ
い
て

22�

賞
罰
委
員
会
に
つ
い
て

23�

理
事
の
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す

る
貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

24�

育
児
・
介
護
休
業
法
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１�

令
和
６
年
12
月
末
現
在
に
お
け
る

資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

２�

令
和
６
年
12
月
末
現
在
に
お
け
る

余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

３�

令
和
６
年
12
月
末
現
在
に
お
け
る

貸
付
金
の
状
況
に
つ
い
て

４�

貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て

５�

大
雪
被
害
対
策
資
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

６�

令
和
６
年
度
第
３
四
半
期
に
お
け

る
販
売
促
進
活
動
に
つ
い
て

７�

令
和
６
年
度
第
３
四
半
期
の
「
庄

内
海
丸
」
の
収
支
に
つ
い
て

８�

令
和
６
年
度
地
区
座
談
会
開
催
状

況
に
つ
い
て

９�

人
事
異
動
に
つ
い
て

10�

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

11�

道
の
駅
あ
つ
み
へ
の
出
店
依
頼
に

関
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

12�

不
祥
事
再
発
防
止
策
進
捗
会
議

（
２
月
）
に
つ
い
て

令
和
７
年
度 

第
１
回 

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
７
年
４
月
15
日
㈫　

場　

所
：
第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１�

組
合
員
資
格
審
査
委
員
会
の
答
申

を
踏
ま
え
た
組
合
員
の
新
規
加
入

並
び
に
資
格
審
査
に
つ
い
て

２�

漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る
計

画
（
共
同
漁
業
権
）
の
行
状
況
の

点
検
に
つ
い
て

３�

増
資
計
画
に
つ
い
て

４�

令
和
６
年
度
資
産
自
己
査
定
に
よ

る
償
却
･
引
当
金
の
決
算
計
上
に

つ
い
て

５�

令
和
６
年
度
事
業
収
支
状
況
に
つ

い
て

６�

J
F
共
済
浜
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
運
動
計
画
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１�

令
和
６
年
度
第
４
四
半
期
に
お
け

る
販
売
促
進
活
動
に
つ
い
て

２�

組
合
員
の
加
入
、
変
更
届
に
つ
い

て
３�

水
揚
優
秀
船
の
表
彰
に
つ
い
て

４�

令
和
６
年
度
漁
業
権
行
使
料
徴
収

実
績
に
つ
い
て

５�

令
和
７
年
３
月
末
現
在
に
お
け
る

資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

６�

令
和
７
年
３
月
末
現
在
に
お
け
る

余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

７�

令
和
７
年
３
月
末
現
在
に
お
け
る

貸
付
金
の
状
況
に
つ
い
て

８�

貯
金
利
率
の
変
更
に
つ
い
て

９�

債
権
管
理
委
員
会
の
報
告
に
つ
い

て
10�

地
区
座
談
会
の
開
催
状
況

11�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会

の
開
催
に
つ
い
て

12�

海
共
第
２
号
海
区
共
同
漁
業
権
遊

佐
・
酒
田
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

13�

令
和
７
年
度
目
標
記
述
書
の
進
捗

状
況
及
び
経
費
削
減
策
の
実
施
に

つ
い
て

14�

そ
の
他
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山
形
県
漁
協

優
秀
従
業
員

表
彰
制
度

創
立
に
つ
い
て

「
須
佐
に
学
ぶ
！

　
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

　
　
　
学
習
会
」を
開
催
！

　
当
組
合
は
現
在
、
３
年
連
続
経
常
利
益
を
確
保

す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」

と
い
う
全
役
職
員
の
強
い
意
志
の
も
と
、
令
和
７

年
度
は
「
変
革
と
創
造　
屹
立
す
る
勇
気
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
役
職
員
が
個
々
に
目
標
を
掲

げ
、
達
成
す
る
た
め
に
全
力
で
職
務
に
取
り
組
も

う
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
当
組
合
で
は
頑

張
っ
て
成
果
を
上
げ
た
人
が
報
わ
れ
る
制
度
と

し
て
「
優
秀
従
業
員
表
彰
制
度
」
を
創
立
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
々
が
計
画
し
た
年
間
目
標
に
対

し
、「
顕
著
な
功
績
」
が
み
と
め
ら
れ
た
職
員
を

全
社
で
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
表
彰
者
が
ど
ん

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か
全
従
業
員
が
学
ぶ

こ
と
で
、
他
職
員
の
更
な
る
成
長
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
表
彰
者
の
選
定
に
は
上
司
か
ら
の
推
薦
を
基

本
と
し
理
事
会
に
て
最
終
決
定
い
た
し
ま
す
。

　
「
今
ま
で
に
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
用
い

て
目
標
を
達
成
す
る
」、「
個
人
で
な
く
チ
ー
ム
と

し
て
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
み
な
が
ら
目
標
達
成

し
て
い
く
」
等
、
様
々
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
漁
協
経
営
の
健
全
化
に
向
け
、
職
員
一
同
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
革
と
創
造
の
精
神
に

よ
り
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
山
形
県
漁
業
協
同

組
合
に
ぜ
ひ
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
組
合

員
の
み
な
さ
ま

か
ら
も
ぜ
ひ
、

「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」、「
こ
う

な
っ
た
ら
も
っ

と
良
く
な
る
」

等
様
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
ど
ん

ど
ん
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
山
形

県
漁
業
協
同
組

合
を
成
長
さ
せ

て
い
き
ま
し
ょ

う
！

　
近
年
、
海
の
環
境
の
変
化
に
よ
り
全

国
を
は
じ
め
、
こ
こ
庄
内
浜
に
お
い
て

も
漁
獲
魚
種
の
変
化
が
目
ま
ぐ
る
し
い

状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
漁
獲
量

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は

単
価
が
高
く
、
ス
ル
メ
イ
カ
ほ
ど
沖
に

出
な
く
て
も
水
揚
げ
が
あ
り
、
特
に
注

目
さ
れ
て
い
る
魚
種
で
す
。
ま
た
、
ケ

ン
サ
キ
イ
カ
は
佐
賀
県
の
呼
子
や
山
口

県
の
須
佐
で
「
活
イ
カ
」
と
し
て
流
通

さ
れ
て
お
り
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
量

減
少
で
打
撃
を
受
け
て
い
る
本
市
と
し

て
も
「
い
か
の
ま
ち
酒
田
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
大
変
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、い
か
の
ま
ち
酒
田
戦
略
会
議
（
事
務
局：酒
田
市
農
林
水
産
課
）

で
は
、
い
か
釣
り
漁
業
者
や
関
係
者
の
皆
様
に
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
に
関
す
る

知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
過
去
に
視
察
を
行
っ
た
山
口
県
萩
市
の
須
佐

地
域
か
ら
講
師
を
招
聘
し
、「
須
佐
に
学
ぶ
！
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
学
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
須
佐
一
本
船
団
の
一
木
清
久
船
団
長
に
は
、
須
佐
に
お

け
る
「
活
イ
カ
」
の
歴
史
や
地
域
で
の
取
組
み
、具
体
的
な
漁
法
な
ど
様
々

な
内
容
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
も
活

発
に
行
わ
れ
、
と
て
も
実
り
の
あ
る
学
習
会
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
大
漁
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
学
習
会
で
得

た
知
識
を
糧
に
漁
業
者
の
皆
様
か
ら
は
た
く
さ
ん
イ
カ
を
釣
っ
て
い
た
だ

き
、「
活
イ
カ
」の
流
通
実
証
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒
田
市
　
農
林
水
産
課
水
産
林
業
振
興
係
　
主
任
　
梅
津　

傑

総
務
部
担
当
部
長
　
折
口　

史
明 入口に掲げられたスローガン入口に掲げられたスローガン新年度初日の様子新年度初日の様子

一木船団長の講演を一木船団長の講演を
熱心に聞く参加者熱心に聞く参加者
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　２月25日に由良藻場保全会を発足してから年度が替わ
り、水産庁の補助金交付決定が出た翌日の５月13日、由
良藻場保全会として初めての活動で、モニタリング定点と
母藻の設置を行いました。
　当日は波がやや高い状況でしたが、保全会会員９名と、
潜水作業を引き受けてくれたセカンドリーフと活動を支え
てくれる県と市から５名の参加でした。
　参加者顔合せの後、モニタリング定点となるコンクリー
トブロック、砂袋、浮きをロープで繋ぐ作業、暮坪から買
ったアカモク100kgをコンクリートブロック20個に繋ぐ
作業、そして、活動区域の海中にモニタリング定点と母藻
を沈める作業を行いました。
　作業中は和気あいあいとした雰囲気で、また、モニタリ
ング定点づくりで、当初は暮坪を参考にブロック２個の塊
２組を繋ぐ予定だったのを、セカンドリーフ佐藤さんの助
言を参考にブロック４個を１組に繋ぐ方法に変更したり、

母藻ブロックづくりでは、山形県水産研究所の古山さんか
らアカモクの雌雄の見分け方を教えてもらったりと、地域
や業種を超えた方々との繋がりも感じられました。
　今後、６月のモニタリング、７月の教育活動、そして本
命のウニ駆除という感じで活動を本格化させていきます。

究者からスルメイカの不漁原因についての発表も行いま
した。スルメイカの不漁については、両国のいか釣り漁
業者にとって最大の懸案事項です。
　毎年顔を合わせていますと、昼間は双方の考えが食い
違うと激しい議論にもなりますが、夜になると日頃の悩
みやプライベートの話も行い（もちろん通訳を介して）、
個人的にも仲良くなりました。今では、日韓間で洋上で
のトラブルがあった時には、速やかに解決を図れる信頼
関係もできています。
　この協議は2010年から15年間続けてきましたが、今
後とも良き隣人としてお付き合いしたいと思っています。

　去る4月10日に韓国・釜山におきまして、第14回の民間
漁業協議が行われました。
　日本と韓国のいか釣り漁業者は、ともに日本海で操業し、
特に、北部暫定水域及びロシア水域では同じ漁場で操業す
ることになりますので、これまでも双方の漁船が接近、衝
突することがあり、これまでも安全操業に向けて話し合う
ことが重要課題となっています。今回も山形県漁協の西村
専務から漁船の船間距離を空けることが双方の漁獲向上に
も繋がるとの説明や第六十五若潮丸も本間漁労長から船間
距離を確保しているところに後から入ってくることは危険
だからやめてほしいとの発言もありました。
　また、今回は初めての試みとして、日本、韓国の国の研

韓国いか釣り漁業者との韓国いか釣り漁業者との
民間漁業協議について民間漁業協議について

　中型いか釣り漁業者と小型いか釣り漁業者による大漁祈願祭
が、5月2日に酒田市港南コミュニティ防災センターにて執り行わ
れました。
　この祈願祭には中型いか釣り漁業者2名、小型いか釣り漁業
者4名、山形県漁協が参加し、飛島法木地区 八幡神社 斎藤章
宮司より御祈祷をさせていただき、今年の大漁と安全操業を祈
願しました。
　近年のスルメイカの大不漁は、全てのいか釣り漁業者が直面
している重要な問題であり、その対応として、当県の中型いか釣
り船団のうち、４隻がムラサキイカの出漁をすることになりました。
　また、小型いか釣り漁業においても、スルメイカの代替として
ケンサキイカに力を入れており、山形県や酒田市、県水産研究
所と協力し、今後の安定的な漁獲方法や出荷方法を日々研究し
ております。
　これから本格的な漁期が始まります。皆様の安全操業と大漁
満足を心よりお祈りいたします。

中型・小型いか釣り漁業中型・小型いか釣り漁業
合同大漁祈願祭合同大漁祈願祭

一般社団法人全国いか釣り漁業協会　会長　中津　達也

指導課係長　佐藤　悠太郎

由良藻場保全会 代表　榊原　英樹

由良藻場保全会
ウニバスターズウニバスターズ

活動開始！活動開始！
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～ JF共済からのお知らせ ～
乗組員厚生共済（傷害共済契約）

【Ⅰ型 】
今回は 延縄・刺し網・磯見 など
沿岸で漁業をする漁業者向けのノリコーにつ
いて紹介いたします。

日頃より漁協の共済事業にご理解、
　ご協力いただきありがとうございます。

沿岸漁業で働くみなさんの保障制度です。
　ノリコーとは、不慮の事故による万一の場合や後遺障害・入院・通院等を保障する1年
更新の生命共済です。

加入例

その他加入例

● 主契約　500万円　● 入院給付担保特約　5,000円 
● 通院給付担保特約　2,500円 の場合

※通院に関しては、�頭がい、せき柱、体幹、四肢の骨折は 5 日以上、その他の傷害は10日以上でお支払いします。
　所定のギプス固定期間を通院日数とみなします。

●このチラシは、乗組員厚生共済（ノリコー）の概要について説明しています。ご契約を検討の際は、重要な事項が記載
されている「契約概要」を含む「リーフレット」を必ずご確認ください。また、ご契約の際には、「注意喚起情報（「個人
情報利用目的等説明書」含む。）」をご一読いただくとともに、「ご契約のしおり・共済約款」を必ずご覧ください。

次の告知（質問）が「いいえ」の場合であればご加入いただけます。
・最近１年間に、身体上の事由により就労できなかった期間が9か月以上ありますか。
　※加入に際して年齢の上限はありません。

（お問い合わせ先）
山形県漁協本所・各支所
共水連山形支店まで

● 簡 単 な 告 知 で ご 加 入 い た だ け ま す！ ●

事故で後遺障害の状態になったとき
傷害共済金

5
（第1級）
00万円～1

（第14級）
0万円

事故により通院※したとき
通院共済金

1
（初日から最高90日まで）
日 2,500円

事故により1日以上入院したとき
入院共済金

1
（初日から最高200日まで）

日 5,000円

年間　共済掛金年間　共済掛金

17,150円17,150円
（加入年齢によって掛金が（加入年齢によって掛金が
　変わることはありません。）　変わることはありません。）

事故により万一のとき
災害死亡共済金

500万円

事故により所定の手術を受けたとき
手術共済金

手術の種類により
20万円・10万円・5万円

主契約
（病死・傷害）

特約 年間共済掛金入院 通院
100万円 2,000円 1,000円 5,060円
200万円 4,000円 2,000円 10,120円
300万円 5,000円 2,500円 13,550円
500万円 5,000円 2,500円 17,150円
1,000万円 5,000円 2,500円 26,150円
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漁 業 種 類 別 前 年 度 水 揚 対 比 表
令和７年４月30日現在 （単位：㎏，千円）

4月数量 本年度数量 前年度数量 数量増減 4月金額 本年度金額 前年度金額 金額増減
1 底曳網漁業 76,026 76,026 119,440 ▲43,414 54,932 54,932 75,813 ▲20,881
2 刺網漁業 8,635 8,635 19,989 ▲11,354 8,637 8,637 14,738 ▲6,101
3 いか一本釣漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
4 船凍いか釣漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
5 はえなわ漁業 2,582 2,582 4,334 ▲1,752 2,578 2,578 4,475 ▲1,897
6 ごち網漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
7 定置網漁業 21,461 21,461 36,243 ▲14,782 15,758 15,758 20,942 ▲5,184
8 採貝藻漁業 7,856 7,856 16,185 ▲8,329 10,472 10,472 22,334 ▲11,862
9 その他の漁業 55,008 55,008 60,019 ▲5,011 9,906 9,906 14,950 ▲5,044
10 張網漁業 1,307 1,307 1,077 230 851 851 578 273
11 遊漁、直売、県外 0 0 0 0 239 239 5,375 ▲5,136
合計 172,875 172,875 257,287 ▲84,412 103,373 103,373 159,205 ▲55,832

水揚数量対比表
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単位：トン

80
70
60
50
40
30
20
10
0

い
か

底
曳

定
置

延
縄

刺
網

他
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単位：百万円 水揚金額対比表

酒田海上保安部

ちょっとした油断で海中転落が発生！
【概要】

参考 縄梯子の作り方

詳しい作り方は
こちらの二次元

コードから→

【教訓】

✔ 消波ブロックなど危険な場所には立入らない
✔ 単独操業ではなく、複数での操業を心がける

【万が一に備えて】

✔ 救命胴衣を正しく常時着用
✔ 万一、海中転落に備え、縄梯子等の準備
✔ 連絡手段を確保するため、防水措置を施した携帯電話などを携行

　4月、磯見漁のため単独で漁港を出港し、船から消波ブロックに乗り移りわかめを採っていた
ところ、足を滑らせ海中に転落する事故が発生しました。
　転落後、船に上がることができず、船から伸びるロープに捕まっていたところ、幸い、付近
海域で操業していた漁船に救助され、ことなきを得ました。
　事故者は救命胴衣未着用で、冷たい海中で救助を待つ中、一歩間違えれば、死亡事故にもつ
ながる危険がありました。
　日頃から安全を意識し、愛する家族のもとに無事に帰りましょう。
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実
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は
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水　揚　情　報
令和７年４月30日現在 （単位：千円）

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

月末迄水揚累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 103,134 4,061 4,039 22,533 11,776 19,766 12,288 1,744 26,927 

県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 103,134 4,061 4,039 22,533 11,776 19,766 12,288 1,744 26,927 

前 年 同 月 水 揚 153,830 7,859 4,776 28,521 18,450 30,479 17,381 3,814 42,550 

本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 103,134 4,061 4,039 22,533 11,776 19,766 12,288 1,744 26,927 

県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 103,134 4,061 4,039 22,533 11,776 19,766 12,288 1,744 26,927 

前年度水揚累計 153,830 7,859 4,776 28,521 18,450 30,479 17,381 3,814 42,550 

増 減 -50,696 -3,798 -737 -5,988 -6,674 -10,713 -5,093 -2,070 -15,623 

支所別

区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹 浦 飛 島 酒 田 加 茂 由 良 豊 浦 温 海 念珠関

本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 1,564,192 90,481 62,447 302,887 114,076 271,828 173,881 48,644 499,948 

県 外 船 水 揚 252,837 0 0 236,611 0 0 0 0 16,226 

合 計 1,817,029 90,481 62,447 539,498 114,076 271,828 173,881 48,644 516,174 

前年度水揚累計 1,967,554 87,262 65,916 742,737 113,088 266,370 166,002 26,542 499,637 

増 減 -150,525 3,219 -3,469 -203,239 988 5,458 7,879 22,102 16,537 

本年度水揚計画 2,237,000 92,000 65,000 929,000 122,000 287,000 181,000 27,000 534,000 

達 成 率 81.2% 98.3% 96.0% 58.0% 93.5% 94.7% 96.0% 180.1% 96.6%

令和６年度　水　揚　高
令和７年３月31日現在 （単位：千円）
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山形県漁業協同組合広報誌

山形県漁協 氷販売始めます!山形県漁協 氷販売始めます!
一般のお客様もお買い求めになれます。お支払いは現金のみとなります。

営業期間：営業期間： 4月下旬～9月末4月下旬～9月末
営業時間：営業時間：（平 日）7:00～16（平 日）7:00～16::0000

（日･祝）7（日･祝）7::00～1000～10::0000
（土曜定休日）（土曜定休日）

価
格
表（
砕
氷
）

クーラーBOX
容積（ℓ）

貫目
（㎏）

価格
（税込）

1㎏当たりの
価格（税込）

53 8（30.0㎏） 2,150 71.67
65 10（37.5㎏） 2,450 65.33
80 12（45.0㎏） 2,650 58.89
100 15（56.25㎏） 3,050 54.22
120 18（67.5㎏） 3,400 50.37
134 20（75.0㎏） 3,600 48.00
156 24（90.0㎏） 4,100 45.56
200 30（112.5㎏） 4,850 43.11

製氷工場は
コチラ！

山形県漁協

山形県漁協製氷工場

製氷工場外観

※スコップ一杯からご購入できます！ご相談ください！

お問い合わせはお電話かFAXでどうぞ ※荒天時は営業していない場合がございますのでご了承ください。

JF山形県漁業協同組合　製氷工場　酒田市山居町2丁目14-14
TEL：0234-22-7623　FAX：0234-22-7629

また、溶けにくいと評判のロック氷も今だけ特別価格で
販売中です！
各総括支所及び、製氷工場にてお買い求めいただけます。
ぜひお試しください！
ウイスキーやブランデー等氷をゆっくり溶かしながら飲みたい夜に…ウイスキーやブランデー等氷をゆっくり溶かしながら飲みたい夜に…

1㎏入り 通常189円（税込）のところ

今だけ162円（税込）

コンビニよ
り

ずっと安い
！

数量限定!
!

数量限定!
!

早い者勝ち
!!

早い者勝ち
!!

　イワガキの殻をナタで叩き掃除する様子やコツコツとい
う音は、庄内浜における夏の風物詩です。しかしながら、漁
業者の高齢化も進むなか、作業の効率化を進め、少ない作
業員でも出荷量を維持することも考えていく必要があるか
もしれません。
　そこで、他県のかき養殖場で見たことがある、「かき殻そ
うじ名人」のメーカーを招き、4月23日にさかた総合市場
と由良総括支所において体験会を開催しました。事前にイ
ワガキとイガイを漁業者に確保して頂き、ハンディタイプ
と据え置きタイプの２種類の機械で殻の清掃を体験しても
らいました。
　漁業者の感想として、「据え置きタイプは作業性が良い」、
「手首への負担が無く作業が楽」といった前向きな意見もあ
れば、「ナタでやるのと時間が変わらない」、「設置場所と電
源の確保が課題」といった意見もありました。
　漁期中に１カ月ほど機器をレンタルする予定ですので、実
際の作業で使ってみて導入を検討しては如何でしょうか？ 

電動かき殻掃除機「かき殻そうじ名人」
体
験
会

庄内水産振興課　主任専門水産業普及指導員　工藤　創


